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1 構 成 員
平成21年3月31日現在

　教授 0人

　准教授 1人

　講師（うち病院籍） 0人 （　0人）

　助教（うち病院籍） 0人 （　0人）

　助手（うち病院籍） 0人 （　0人）

　特任教員（特任教授，特任准教授，特任助教を含む） 0人

　医員 0人

　研修医 0人

　特任研究員 0人

　大学院学生（うち他講座から） 0人 （　0人）

　研究生 0人

　外国人客員研究員 0人

　技術職員（教務職員を含む） 16人

　その他（技術補佐員等）  3人

合　　　　　　　計 20人

2　教員の異動状況
青島　玲兒 （准教授）（S59. 5. 1～H19. 3. 31 助教授；H19. 4. 1～現職）

3　研究業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数字は小数2位まで。
平成20年度

（1）原著論文数（うち邦文のもの） 3編 （　2編）

　　　そのインパクトファクターの合計 0

（2）論文形式のプロシーディングズ数 3編

（3）総説数（うち邦文のもの） 0編 （　0編）

　　　そのインパクトファクターの合計 0

（4）著書数（うち邦文のもの） 0編 （　0編）

（5）症例報告数（うち邦文のもの） 0編 （　0編）

　　　そのインパクトファクターの合計 0

（1）原著論文（当該教室所属の者に下線）
Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの

1．太田　勲，村中祥悟，Hing Hiang Lian：収束イオンビーム（FIB）によるSEM内微細解剖過程

のビデオ記録，医学生物学電子顕微鏡技術学会誌, 22（1）, 40, 2008.

実験実習機器センター



－486－

2．熊切葉子，山濱由実：カイコ卵のTEM試料作製 5　－高圧凍結・凍結置換法を用いたカイコ

発生卵の超微形態観察 2－，医学生物学電子顕微鏡技術学会誌, 22（1）, 70, 2008.

インパクトファクターの小計 ［0.00］

Ｂ．筆頭著者が浜松医科大学の他教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの（学内の共

同研究）

1．Fujigaki Y, Muranaka Y, Sakakima M, Ohta I, Sakao Y, Fujikura T, Sun Y, Katafuchi Y, Joh

K, Hishida A :Analysis of intra-GBM microstructures in a SLE case with glomerulopathy

associated with podocytic infolding, Clin Exp Nephrol, 12（6）, 432-9, 2008.

インパクトファクターの小計 ［0.00］

（2）論文形式のプロシーディングズ
Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの

1．Muranaka Y, Ohta I : Development and evaluation of specimen holder of scanning electron

microscope for observation of transmitted ultra-thin sections by secondary electron image.

Proc. of The 9th Asia-Pacific Microscopy Conference, 74-75, 2008.

2．Ohta I, Muranaka Y, Hing H.L: Application of video recording method for the milling pro-

cess of biological specimens by focused ion beam（FIB）in scanning electron microscope.

Proc of The 9th Asia-Pacific Microscopy Conference, 309-310, 2008.

Ｃ．筆頭著者が浜松医科大学以外の教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの

1．Hing H.L, Kaswandi M.A, Sahalan A.Z, Chua K.B, Yap K.L, Normalawati S, Muranaka Y,

Ohta I, Sano K, Nihiraand T, Harashima S: Triple Focused Ion Beam （TFIB） Application on

Biological Samples. Proc of The 9th Asia-Pacific Microscopy Conference, 283-284, 2008

4 特許等の出願状況
平成20年度

特許取得数（出願中含む） 　　　　　　　　　　　1件

1．ガドリニウム化合物MRI用造影剤

　　発明者：阪原晴海，竹原康雄，藤江三千男，山下光司

　　出願番号：2008-136139

5 医学研究費取得状況
平成20年度

（1）文部科学省科学研究費 0件 （　0万円）

（2）厚生科学研究費 1件 （110万円）

（3）他政府機関による研究助成 1件 （200万円）

（4）財団助成金 0件 （　0万円）
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（5）受託研究または共同研究 0件 （　0万円）

（6）奨学寄附金その他（民間より） 0件 （　0万円）

（2）厚生科学研究費

藤江三千男（分担者）医療機器開発推進研究事業「がんを安全・高感度で鮮明に画像化できる

ナノサイズシュガーボールデンドリマー型新規MRI造影剤の開発研究」 110

万円（継続）代表者　静岡大学工学部物質工学科　山下光司

（3）他政府機関による研究助成

村中祥悟（代表者）科学技術振興機構（JST）シーズ発掘試験平成20年度「走査電子顕微鏡によ

る透過二次電子像観察のための試料ホルダの開発」200万円（新規）

7 学会活動
国際学会 国内学会

（1）特別講演・招待講演回数 0件 0件

（2）シンポジウム発表数 0件 0件

（3）学会座長回数 0件 0件

（4）学会開催回数 0件 0件

（5）学会役員等回数 0件 2件

（6）一般演題発表数 2件 　

（1）国際学会等開催・参加

5）一般発表

ポスター発表

1．Muranaka Y,  Ohta I:Development and Evaluation of Specimen Holder of Scanning Elec-

tron Microscope for Observation of Transmitted Ultra-thin Sections by Secondary Elec-

tron Image. The 9th Asia-Pacific Microscopy Conference in conjunction with the 39th An-

nual Meeting of the Korean Society of Microscopy, November 2008, Jeju（Korea）

2．Ohta I,  Muranaka Y, Hing H.L :Application of Video Recording Method for the Milling

Process of Biological Specimens by Focused Ion Beam （FIB） in Scanning Electron Micro-

scope. The 9th Asia-Pacific Microscopy Conference in conjunction with the 39th Annual

Meeting of the Korean Society of Microscopy, November 2008, Jeju（Korea）

（3）役職についている国際・国内学会名とその役割

村中祥悟　医学生物学電子顕微鏡技術学会　理事

太田　勲　医学生物学電子顕微鏡技術学会　評議員

8　学術雑誌の編集への貢献
国　内 外　国

学術雑誌編集数（レフリー数は除く） 　　　　　　0件 0件



－488－

9 共同研究の実施状況
平成20年度

（1）国際共同研究 　　　　　　　　　　　0件

（2）国内共同研究 　　　　　　　　　　　0件

（3）学内共同研究 　　　　　　　　　　　0件

10　産学共同研究
平成20年度

産学共同研究 0件
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